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 就職氷河期が常態化し、若者たちの就労状況は厳しくなってい

ます。実は、それだけではないようです。晴れて採用されても、

待ち受けているのは想像を絶する長時間労働に、休日も出勤を強

いられる……。なかには、追い込まれた末に自ら命を絶ってしま

うという、痛ましいケースも起きています。専門家が「過労自殺」

と呼ぶ〝労働災害〟です。何も特別なことではありません。社会

的によく知られている会社で進行しているのです。それはまた、閉塞感漂うこの国で顕

在化しつつある新たな「貧困」の風景かもしれません。ベテラン記者が腰を据えて、「無

残な死」の実相に迫ります。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ご期待ください。 

 

 

 

 

 14 年連続で自殺者が３万人を超える日本。政府は８月、自殺総合対策大綱を５年ぶりに

改定しました。いじめへの対応、地域のサポートなど、自殺を防ぐためのさまざまな取り組

みを４回にわたってリポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ブドウ、ナシ、リンゴなど果物の産地として知られる岡山。これらを使った「フルーツ

パフェ」を売り出そうと、地元の人たちが知恵を絞っています。マスクメロンを豪快に使

った「まるごと・オカヤマ」、特産キビ団子とピオーネをコラボしたパフェ、白桃とクッ

キーを組み合わせた「桃太郎パフェ」など、自慢のパフェを美しいカラー写真で紹介しま

す。 

 

 

 

 

大型ルポシリーズ「Ｓ（ストーリー）」 

若者 無惨 「過労自殺」の現場から 

朝刊 7日（日） 

果物王国・岡山のフルーツパフェ 

くらしナビＢ面 ９日（火） 

連載「死なせない～自殺防止最前線」 

くらしナビＡ面 ９日（火） 
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 部屋の壁紙を自分で取り替える「プチリフォーム」が人気です。デザイン

が多彩で、きれいにはがせる輸入品のフリース壁紙など多くの種類があり、

自分好みの部屋を安く手軽に演出できるようになりました。賃貸住宅の壁紙

を替える際のマスキングテープの使い方も紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 尖閣問題で日中関係が揺らぎ、オスプレイ配備で沖縄の怒りが激化するのを見るにつ

け、なぜか思い出されるのが鳩山由紀夫元首相＝写真＝である。インタビューでは、持

論の「東アジア共同体構想」の意義を説き、鳩山氏の首相在任中に日中関係が悪化した

と批判されることに対して「言いがかり」と反論。辞任のきっかけとなった沖縄・普天

間基地の「最低でも県外移設」発言については、「沖縄の方を失望させて大変申し訳な

いが、主張は今でも間違っていたとは思わない」と話す。さらに野田政権の「原発ゼロ」

政策、「国民の生活が第一」代表の小沢一郎氏、橋下徹大阪市長……鳩山節が炸裂する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“宇宙人”こと鳩山由紀夫元首相インタビュー 

「野田さん、私が役立つことがあれば使って下さい！」 

夕刊特ワイド面 ９日（火） 

部屋の壁紙ＤＩＹ  くらしナビＢ面 11 日（木） 


